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コメント 

 本研究は、⽣殖細胞におけるゲノムの品質管理で重要な役割
を担う piRNA 経路の分⼦機構の解明を⽬的としている。試験管
内再構成が困難なため理解が遅れていた piRNA 経路の作動原
理の解明という難題に対して、「反応場」とともに再構成すると
いう独⾃の⽣化学的アプローチを駆使して正⾯から挑むもので
ある。本研究の進展は基礎⽣物学に留まらず、医学をはじめと
する広範な学問分野に影響を与える可能性がある。 
 応募者はこれまで、siRNA や microRNA の⽣化学的な機能解
析で卓越した研究成果を蓄積してきており、本研究を遂⾏する
ことで、引き続き当該分野の研究を世界的に牽引し、⼤きな研
究成果を上げることが⼗分期待できる。 
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